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しょうたいきゅう
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越来の領主に任じられて，越来王子と称される。

上杉禅秀の乱1416＝ 6歳：この年，父尚巴志が北山王肇安知を攻め滅ぼす。

応永の外冦・応永の外冦・応永の外冦・応永の外冦・応永の外冦・応永の外冦・1419＝ 9歳：＝ 9歳：＝ 9歳：＝ 9歳：＝ 9歳：＝ 9歳：

・・・・・・1421＝49歳：この年，父尚巴志が王位につき，その前後に首里は恒久的王城と化す。

義教籤引将軍義教籤引将軍義教籤引将軍義教籤引将軍義教籤引将軍義教籤引将軍1428＝18歳：＝18歳：＝18歳：＝18歳：＝18歳：＝18歳：
播磨国一揆・1429＝19歳：この年，父尚巴志が南山の他魯毎を討って，琉球全島の統一に成功する。
尚氏王統確立尚氏王統確立尚氏王統確立尚氏王統確立尚氏王統確立尚氏王統確立1430＝20歳：この年，中国の使者柴山が大安寺を建立，

・・・・・・1433＝23歳：この年，中国の使者柴山が千仏霊閣を建立，

・・・・・・1437＝27歳：＝27歳：＝27歳：＝27歳：＝27歳：＝27歳：

永享の乱終・1439＝29歳：父尚巴志が死去すると，
結城合戦・・1440＝30歳：長兄尚忠が中山王に即位するも，
嘉吉の乱・・嘉吉の乱・・嘉吉の乱・・嘉吉の乱・・嘉吉の乱・・嘉吉の乱・・1441＝31歳：将軍足利義教が薩摩の島津忠国に琉球を賜うと伝えられ，

・・・・・・1445＝35歳：長兄の子の4代尚思達王に替わると，
・・・・・・1446＝36歳：＝36歳：＝36歳：＝36歳：＝36歳：＝36歳：

足利義政将軍1449＝39歳：管領失脚した細川勝元が琉球使船の商品を押留するなど，日本に翻弄されるなか，民政安定を図るべく，
・・・・・・1450＝40歳：次兄が5代尚金福王として即位した年，京都から来た臨済宗の僧芥隠を厚遇，
大和徳政一揆1451＝41歳：国相懐機が長寿寺を建立。
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古河公方始・1455＝45歳：＝45歳：＝45歳：＝45歳：＝45歳：＝45歳：
・・・・・・1456＝46歳：マラッカと通交。
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・・・・・・1460＝50歳：_没した。_没した。_没した。_没した。_没した。_没した。

新人物往来社｢琉球･尚氏のすべて｣，


